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【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  69/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/10     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   9/08     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  39/14     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  39/38     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  39/46     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｂ０１Ｄ   71/02     　　　　
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   Ｄ０１Ｆ    9/08     　　　Ａ
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   Ｃ０１Ｂ   39/38     　　　　
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年4月28日(2017.4.28)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高強度の中空糸型分子ふるい膜の製造方法であって、前記中空糸型分子ふるい膜は、内
膜又は外膜であって、
具体的な工程は以下の通り：
　（１）種結晶液の準備：分子ふるい種結晶と水を分子ふるい種結晶の質量分率が０．５
～５％である分子ふるい懸濁液に調製し、分子ふるい懸濁液に水ガラスを加えてから、超
音波処理により完全に分散した種結晶液を得て、ここで、前記分子ふるいの種結晶の懸濁
液に加えた水ガラスの量が分子ふるい懸濁液の質量分率の５～２５％であり；
　（２）種結晶の被覆：乾燥しているマルチチャンネル中空繊維形態の担体を種結晶液に
浸漬し、取り出してから放置し乾燥させ、種結晶化した担体を得て；
　（３）膜の合成：種結晶化した担体を分子ふるい膜の膜合成液に入れ、水熱合成を行っ
た後に取り出し、ｐＨ＝７～９に至るまで洗浄し、乾燥させて高強度の中空繊維分子ふる
い膜を得る。
【請求項２】
　分子ふるいの種結晶の平均粒径が５０ｎｍ～３μｍである、請求項１に記載の高強度の
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中空糸型分子ふるい膜の製造方法。
【請求項３】
　前記工程（２）中のマルチチャンネル中空繊維形態が３～９チャンネルであり、マルチ
チャンネル中空繊維形態の担体外径が２．０～４．０ｍｍであり、チャンネルの直径が０
．６～１．２ｍｍであり、平均孔径が０．６～１．５μmであり、担体の気孔率が３０～
７０%である、請求項１記載の高強度の中空糸型分子ふるい膜の製造方法。
【請求項４】
　前記マルチチャンネル中空繊維形態の担体はアルミナ、チタニア、イットリア安定化ジ
ルコニア（ＹＳＺ）または酸化ケイ素のうちの１種または数種である、請求項１記載の高
強度の中空糸型分子ふるい膜の製造方法。
【請求項５】
　前記分子ふるいの種結晶は、ＮａＡ、Ｔ型、ＭＦＩ型またはＣＨＡ型分子ふるいのうち
の１種である、請求項１記載の高強度の中空糸型分子ふるい膜の製造方法。
【請求項６】
　高強度の分子ふるい膜の担体がマルチチャンネル中空繊維形態である、請求項１記載の
方法より製造された高強度の中空糸型分子ふるい膜。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　好ましくは、前記マルチチャンネル中空繊維形態が３～９チャンネルである。マルチチ
ャンネル中空繊維の立体配置の担体外径が２．０～４．０ｍｍであり、チャンネルの直径
が０．６～１．２ｍｍであり、平均孔径が０．６～１．５μｍであり、担体の気孔率が３
０～７０％である。
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